
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度 岩手県立総合教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 点字盤の各名称を知る 

２ 点字用紙の折り方や挟み方を知り、書く準備をする 

３ 点筆の持ち方を覚えて書く 

４ 点字盤でいろいろな字を書く 

研究主題 

特別支援学校における障がい種に応じた 

専門性の向上と指導の充実に関する研究 
－自立活動指導資料（視覚障がい）の作成を通して－ 

【研究担当者】 長期研修生 遠藤 美枝 

（所属校 岩手県立盛岡視覚支援学校） 

【この研究に対する問い合わせ先】 

TEL 0198-27-2821 FAX 0198-27-3562 

E-mail sien-r@center.iwate-ed.jp 

「自立活動指導資料（視覚障がい）」を活用した授業実践 

【研究構想図】 

＜授業実践１＞「点字盤を知ろう、体験しよう」 

＜授業実践２＞「学校周辺を歩こう！」 
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 おわりに 

 

 

本研究で作成した自立活動指導資料（視覚障がい）は、当センターWebページに、研究

内容や授業実践の詳細に併せて掲載しています。どうぞご活用ください。 

【http://www1.iwate-ed.jp/kankou/kkenkyu/176cd/r02tyou.html】 

題材の目標 

・点字盤で書く体験を通して、その構造や使い方を知る 

全国の視覚支援学校（盲学校も含む）に共通する現状として、

在籍する子供の減少が挙げられます。本県においても、在籍者数

は年々減少傾向にあり、教員の専門的な知識や技能、指導経験に

偏りがみられ、教育実践の積み重ねや受け継ぎが難しい現状にあ

ります。加えて、これまで視覚障がい教育の中核を担ってきた経

験豊富な教員の人事異動や退職もあることから、視覚障がい教育

の専門性の維持、継承、向上は、本県の喫緊の課題であります。 

このような課題を改善するためには、これまでに蓄積された教

育実践やその教育実践を支える視覚障がい教育理論を学ぶととも

に、子供一人一人の見え方や特性を理解し、実態に応じた授業の

充実を図る必要があります。 

本研究は、「視覚障がい教育における教員の専門性を明らかにす

ること」、「自立活動指導資料の作成すること」、「自立活動指導資

料を活用した授業実践を行うこと」の３つの手立てを講じて、教

員の専門性の向上と指導の充実を目指すこととしました。 

題材の指導計画 

活用例 ＜自立活動指導資料 pp.18-22＞ 

「単独歩行に関するシステムフローチャート」は、

単独歩行に向けて、子供の全体像を把握するもので

す。チェックリストで、子供の実態をチェックし、フ

ローチャートに転記します。 

視覚障がい教育における教員の専門性 

本県の視覚支援学校を対象に、専門的な知識を「視覚障

がい理論」、専門的な技術を「授業実践」と位置付け、視覚

障がい教育における教員の専門性の要素について調査し

ました。調査結果を受け、視覚障がい教育に携わる上で重

要とされる専門性の要素として、「視覚障がい教育理論」11

項目、「授業実践」９項目を左図のように整理しました。 

整理した専門性の要素を基に、自立活動指導資料（視覚

障がい）を作成しました。 

自立活動指導資料（視覚障がい）の詳細は裏面へ 

 
活用例 ＜自立活動指導資料 p.34＞ 

子供の実態に応じて、指相撲や教師の手を触っ

て、点字用紙を折る際に意識する指を伝えなが

ら、手指の巧緻性や保有する感覚を活用する力を

高められるよう指導します。 

黒塗りの箇所は、

達成されている内容

です。 

この例では、目標達成のた

めに必要なチェックリストの

内容から、「乗り物等への乗

降」、「地図利用能力」、「意志

の伝達」であると捉えること

ができます。 

子供が歩いたことのある道

路や公共交通機関の利用等、

家庭や寄宿舎と情報を共有

し、指導目標や指導計画を立

案します。 

http://www1.iwate-ed.jp/kankou/kkenkyu/176cd/r02tyou.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編（平成30年）』

において、視覚障がいのある子供への具体的指導内容や留意点、関連す

る項目について掲載しました。項目に対して、重要となる事項や関連す

るページを紹介しました。更に、授業を行う上で踏まえておくべき授業

づくりの視点についても掲載しました。 

視覚障がいのある子供の指導に当たる上で必要な基本的な知識や、指導

上の留意点等を掲載しました。また11の項目には、自立活動との関連例を

紹介しました。 

自立活動指導資料 
・しりつ かつ・とー し・とー し｀ろー 

（視覚障がい） 
＝しかく ｀そー・かい＝ 

小学部を中心とした各教科の指導上の配慮事項や指導のポイントを掲

載しました。併せて、各教科と自立活動との関連例も紹介しました。 

主な内容（抜粋） 

     理論と指導に当たって 

       ～視覚障がいのある子供の理解のために～ 
       自立活動の指導 

        ～自立と社会参加を目指して～ 

     各教科の指導 

     ～小学部を中心に～ 

眼疾患と視機能評価 

＜自立活動指導資料ｐ.２＞ 

＜自立活動指導資料ｐ.59＞ 

＜自立活動指導資料ｐ.69＞ 

国語 

＜自立活動指導資料ｐ.90＞ 

11項目全てにおいて、自立活動との

関連例を紹介しました。 

視覚障がい教育における授業づくり

の視点を具体的に示しました。 

指導の際に、特に重要とな

る事項や指導資料の関連す

るページを示しました。 

「自立活動指導資料（視覚障がい）」は３章で構成されてい

ます。視覚障がい教育理論の基本的事項や、指導上の配慮事項

を整理し、自立活動と各教科との関連例を示しました。全章を

通じて、授業づくりがイメージしやすいように、教材・教具を

紹介したり、実際の指導場面のエピソード等をコラムとして

掲載したりしました。更に専門性をより深めるために、視覚障

がい教育に関連する文献等も取り上げました。 

第１章 

（１）眼疾患と視機能評価 

（２）視覚障がいのある子供の特性と配慮事項 

（３）触察 

（４）歩行 

（５）点字表記法と点字指導の基本 

（６）弱視教育 

（７）早期教育 

（８）視覚障がい者のICT 

（９）進路指導（キャリア教育）と職業教育 

（10）視覚障がい者のスポーツ 

（11）視覚障がい者の福祉 

第２章 

（１）指導の基本 

（２）視覚障がいのある子供の自立活動 

第３章 

（１）指導上の配慮事項 

（２）指導のポイント 

①国語 

②社会 

③算数 

④理科 

⑤生活 

⑥音楽 

⑦図画工作 

⑧家庭 

⑨体育 

 

 

様式「歩行指導の記録」 

  「自立活動指導目標設定シート 

自立活動の内容６区分との関連例

も具体的に紹介しました。 

点字表記法と点字指導の基本 

＜自立活動指導資料ｐ.39＞ 

指導上の配慮事項 

＜自立活動指導資料ｐ.86＞ 

写真に説明を加えて

紹介しました。 
具体的な指導例と自立活動の内容

６区分との関連を紹介しました。 


